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剰余金の配当に関するお知らせ 
 

 当社は、２００７年５月１４日開催の取締役会において、下記のとおり２００７年 3月３１日を基準
日とする剰余金の配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．配当の内容 
 決定額 直近の配当予想 

（２００６年１１月７日公表）

前期実績 
（２００６年３月期） 

基準日 ２００７年３月３１日 同左 ２００６年３月３１日 

１株当たり 
配当金 

２０円００銭 １０円００銭 ２０円００銭 

配当金の総額 １，４９７百万円 － １，４８７百万円 
効力発生日 ２００７年６月７日 － ２００６年６月２３日 
配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

資本剰余金 
 
２．理由 
 キョーリングループは将来の企業価値向上に向けた事業投資に伴う資金需要や財務状況の見通しも

総合的に勘案し、中期的には連結配当性向５０％を目処に成果の配分を高めてまいります。 
 この度、２００７年３月期の業績が２００６年１１月７日に公表した業績予想を上回ったため、同日

に公表した期末配当予想から配当の額を上記のとおり変更し、剰余金の配当を行うことを決議いたしま

した。 
 
（参考）年間配当の内訳 
 １株当たり配当金（円） 
基 準 日 中間期末 期末 年間 
当 期 実 績 １０円００銭 ２０円００銭 ３０円００銭

前期実績（２００６年３月期） ＊     － ２０円００銭 ２０円００銭

＊２００６年３月期の中間期配当金は、杏林製薬（株）より１株当たり１０円００銭をお支払いして 
おります。 

以上 


